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近年、国内における漢方製剤および生薬の需要は着実に拡大しています。 

しかしながら、生薬原料の約 8割を中国からの輸入に依存している現状に加え、中国国内

における需要の増加などを背景として、将来的な原料調達の安定確保が課題となっていま

す。 

こうした状況を踏まえ、安定的な生薬原料調達体制の構築に向けては、調達先の多様化・

複線化を進めるとともに、国内における薬用作物の生産拡大が重要な取組みとして求められ

ています。 

本説明会では、下記スケジュールの通り、薬用作物の品目の特性や需給状況等の情報提

供、東北地区における栽培状況および先進事例の紹介に加え、メーカー(実需者)の購入ニー

ズを踏まえた薬用作物等に関する情報共有を中心に実施いたします。また、参加者相互の意

見交換やディスカッションを通じて、薬用作物の国内生産の推進に向けた課題や可能性につ

いて多角的に考察いただく機会を提供いたします。 

報道関係者の皆様におかれましては、薬用作物産地化の現状と今後の展望について理解を

深めていただく機会として、ぜひご参加・ご取材賜りますようお願い申し上げます。 

 
日 時 会 場 主な内容 

8 月 20日(木) 

(13:15～受付開始) 

[説明会] 

13:45～講義 

（16:50終了予定） 

■盛岡地域交流センター 

マリオス 18階 187 会議室 

(最寄駅：盛岡駅) 

 

講義 

・薬用作物についての情報提供 

・実需者の具体的ニーズについて紹介 

・ディスカッション（質疑応答含む） 

8 月 21日(金) 

(8:30～盛岡駅集合) 

9:30～11:00 

(お昼休憩と移動 90分) 

■圃場 

（岩手県八幡平市内圃場） 

※貸切バスにて移動（参加者全員） 

・圃場見学 

※圃場見学までの参加の場合は、貸切バス

にて盛岡駅まで移動後、解散 

午後の部 

[技術研修会] 

12:30～講義 

（14:40終了予定） 

■岩手広域交流センター 

プラザあい 

（最寄駅：いわて沼宮内駅） 

講義 

・東北地域の薬用作物栽培について 

・情報交換会 

※終了後、現地解散 

 

薬用作物産地支援協議会 

この資料は、農政クラブ、農林記者会、厚生労働記者会、厚生日比谷クラブ、本町記者会、岩手県庁の記者クラブに配付しています 
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令和 8年度「薬用作物 地域説明会・栽培技術研修会」 

＜東北地区開催＞のご案内 

薬用作物産地支援協議会 

 

 



 

令和 8 年度 薬用作物 地域説明会・栽培技術研修会 

報道関係者のご参加お申し込み 

 

下記をご記入のうえ、FAX かメール添付にてお送りください。 

 

＊ 今回は現地参加のみの開催となります。 

＊ お申込みは、開催前日の 16時までにお願いいたします。 

 

開催日 内容 
ご参加 

※〇をお付けください 

8月 20日(木) ■〈午後〉薬用作物に係る説明会  (講   義)  

8月 21日(金) 

■〈午前〉薬用作物に係る説明会 （圃場見学）  

■〈午後〉栽培技術研修会  

 

貴 社 名  

ご 芳 名  

ご連絡先  

メールアドレス  

 

お申し込み先 薬用作物産地支援協議会事務局 

FAX 03-6284-2534 

メール soudan@yakusankyo-n.org 

 

 


